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1.活動の年間スケジュール

月 全体 個人

6月 マスクに関連する問題・現状を知る マスク作成

7月 ・今後の活動テーマの検討
・中間報告書・パワポ作成

8・9

月
・SDGｓについての知識を深める
・動画作成の勉強

・自分で実現できそうな活動、テーマを考える
・活動の記録方法の検討

10月 ・活動記録の報告(毎週) ・SDGsの活動(毎週)

11月 ・共通テーマで動画作り

12月 ・動画制作

1月 ・完成した動画の発信
・報告書・パワポ作成

・活動の振り返り



 SDGsは2015年9月の国連サミットで採択された
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」で
示された国際目標。

 貧困・格差の撲滅をはじめ、持続可能な世界を
実現するため２０３０年までに国際社会全体が
取り組むべき１７の目標。

 SDGsのコンセプト「leave no one behind」。

 「誰一人取り残さない」という意味で、「地球
規模で取り組んでいこう」という意気込みから
成り立った国際共通目標。

持続可能な開発目標

2．SDGｓとは



3.活動概要

マスクが手に入らな

い

貧困層への寄付

修正
コロナ禍での社会貢献活動

「SDGS17チャレンジ」



４.活動目的

SDGsを調べ、17の目
標に基づいた活動を
考えていくことで、
一人一人が「SDG
ｓ」の活動を理解し、
それぞれの目標や考
えを改める

理解

自分たちの活動を発
信し、コロナ禍が続
く社会状況の中での、
「SDGs」の取り組み
方を動画を通して示
す

活動発信社会貢献

三密を避け、自分の
日常生活からコロナ
禍での「社会貢献の
在り方」を見つけ出
す



５.SDGs17の目標の中からできたことの紹介

SDGs12
• 環境に配慮した商品の購入

• マイバックやマイボトルの購入

• 資源のリサイクル

• 消費期限の近い物を購入する

SDGs 3
• 車を使わず徒歩や自転車で移動

する

• オーガニック食材の購入

• 手洗いうがいの徹底

• お年寄りへの声掛け





活動を通じてのbefore・after

Before

• SDGsは難しそうという印象

• 環境問題に無関心

• 個人の活動

After

・SDGsは、普段の生活の中で取り
組めることが多くあることに気
付いた

・環境に配慮した行動をとるよう
になった

・活動が身近な人や家族へ周知さ
れ広がりをみせた



６.まとめ

・日常生活の中でできる１７の目標に沿った活動を考え、身の丈
にあった活動を実践し、各々の意識を変えることができた。

・他のメンバーと活動をすることで、意見交換をする中で新たな発
見やSDGsへの知識を高め合うことができた。

・活動を通じて、初めは個人での活動だったが、身近な人々や家
族へと広がり、社会貢献活動も広がりを見せた。


